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第28回 農業環境シンポジウム
「温暖化によって何が起こり、どう対応できるのか」

平成19年12月11日（火）、第28回農業環境シ

ンポジウムを「温暖化によって何が起こり、どう対

応できるのか～農林水産業に与える影響評価とそ

の適応策～」というテーマで、東京の新宿明治安

田生命ホールにおいて開催しました。昨年8月に

は日本の最高気温が更新される等、温暖化は私た

ちの身近な問題となっており、気候変動に関する

政府間パネル（IPCC）がノーベル賞を受賞した中、

第4次報告書が発表されるなど、温暖化への注目

は高まるばかりです。このような背景のもと、上

記シンポジウムは、温暖化によって農林水産業で

何が起こり、将来どうなるか、どのような対策が

考えられるのかを広く一般の方にも理解していた

だくことを目指しました。今回は、影響評価と適

応策について講演を行うとともに、それらの成果

に関するポスターを展示しました。そして、一般

の方を含め行政部局、民間企業、大学、公立場所、

他の研究機関など所外から266名、所内から41名、

計307名が参加しました。

発表会は、佐藤理事長の挨拶に続いて、丸紅経

済研究所の柴田明夫所長より「これからの日本を取

りまく食糧事情」というテーマで基調講演をいた

だきました。個別の講演では、まず「今、起こって

いること」というテーマで北海道農業研究センター

の鮫島良次寒地温暖化研究チーム長と九州沖縄農

業研究センターの森田敏上席研究員が、北海道と

九州からの現場報告を、大気環境研究領域の西森

基貴主任研究員が、IPCCから提示されている温暖

化予測と日本の農業影響を知るためにその予測を

より高解像度にする方法及びそれを使った水稲の

収量予測結果を紹介しました。その後、大気CO2

増加、温暖化が水稲の生育、収量に及ぼす影響と

その適応策が大気環境研究領域の長谷川利拡主任

研究員から、水稲の品質をはじめ、穀物、果樹、

野菜、牧草そして家畜まで農業全般への温暖化の

影響とそれに対する適応策が果樹研究所の杉浦俊

彦上席研究員から、さらに潮の流れ、プランクト

ンの変動、それらを通したサンマの成長と資源量

の将来予測など温暖化の海洋への影響について東

北区水産研究所の伊藤進一室長から報告されまし

た。

これらの発表に対して、コメの品質低下とその

要因、東南アジアのコメ輸出国への影響、海流の

動きを左右する要因等について、会場との質疑応

答があり、温暖化と生産の関係だけでなく温室効

果ガス排出削減とのバランス、土壌中の養分循環

あるいは影響を引き起こす現象の閾値を考慮する

必要性が指摘されました。

参加者にアンケートヘの記入を依頼したところ、

171名の方から回答が寄せられました。多くの方

が温暖化、食料生産、水問題に関心があり、報告

については、「時宜を得ていた」、「プログラム構成

がよく、説明もわかりやすかった」など好意的な

意見を多くいただきました。また、発表時使用し

た資料を公開してほしいとの要望も多く、近く当

所のWebサイトで公開する予定です。なお、温室

効果ガスの削減等の緩和策についてのシンポジウ

ム開催を要望する意見もありましたが、これにつ

いては今年の5月14日（水）に新宿明治安田生命

ホールにおいて開催する予定です。

（研究コーディネータ　今川　俊明）

基調講演をする柴田明夫丸紅経済研究所所長

10




